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歯科医療の将来像

「日本に歯科が誕生して100年ほどの間に、歯科は医科から大きく乖離してしまった」
口腔がん治療と口腔機能再建に取り組み、
歯科医療を牽引してこられた瀬戸晥一先生はそう指摘する。
高齢社会を迎え、疾病予防医学の観点からも歯科の重要性が高まりつつある今日、
歯科をトータルな医療のなかに位置づけし直す取り組みは、
病院における口腔医療の新しいモデルを生み出すことになる。
今、求められる歯科医療の姿とは？

口腔外科の視点から

瀬戸晥一先生に聞く

Oral & Maxillofacial Surgery

歯科口腔外科／口腔がん治療センター長・顎顔面インプラント再建研究所 所長

　

瀬
戸
晥
一
先
生
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た

る
。
鶴
見
大
学
歯
学
部
第
一
口
腔
外
科
教

授
と
し
て
の
臨
床
と
研
究
、
口
腔
外
科
医

育
成
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
同
大
学
附

属
病
院
長
、
歯
学
部
長
の
要
職
の
な
か
、

日
本
学
術
会
議
会
員
と
し
て
歯
学
委
員
会

委
員
長
を
務
め
、
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
も
ア
ジ
ア
の
歯
科
医
療
発
展
に

大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
。

　

学
会
活
動
と
し
て
は
日
本
口
腔
外
科
学

会
や
日
本
顎
顔
面
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
会
な

ど
の
理
事
長
を
歴
任
。
口
腔
医
療
を
め
ぐ

る
諸
外
国
の
実
情
に
も
詳
し
く
、
数
々
の

政
策
提
言
で
も
知
ら
れ
る
。

　

瀬
戸
先
生
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
出
身
。

ス
イ
ス
政
府
留
学
生
と
し
て
バ
ー
ゼ
ル
大

学
医
学
部
顎
顔
面
外
科
学
教
室
に
学
ん
だ
。

総
合
南
東
北
病
院
に
は
昨
年
６
月
に
着
任

さ
れ
た
。

　
口
腔
外
科
に
つ
い
て
、
ま
ず
ご
説
明
し

ま
し
ょ
う
。
歯
科
の
中
の
専
門
分
野
で
す

か
ら
、
親
知
ら
ず
な
ど
の
抜
歯
や
、
ア
ゴ

の
炎
症
の
処
置
な
ど
も
も
ち
ろ
ん
行
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
病
気

が
口
の
中
に
は
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、舌
や
歯
ぐ
き
に
で
き
る
が
ん
、

口
内
炎
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
口
の
粘

膜
の
病
気
、
顎
の
関
節
の
病
気
や
、
骨
折

な
ど
の
顔
面
外
傷
、
ド
ラ
イ
マ
ウ
ス
な
ど

の
唾
液
腺
の
病
気
、
手
術
や
交
通
事
故
で

顔
面
や
ア
ゴ
を
欠
損
し
た
方
へ
の
特
殊
な

顎
顔
面
補
綴
な
ど
も
行
い
、
最
近
で
は
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
私
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し

て
い
る
の
は
口
腔
が
ん
治
療
と
口
腔
機
能

回
復
で
す
。
外
科
手
術
な
ど
で
生
存
率
を

高
め
る
と
と
も
に
、
手
術
後
の
機
能
再
建

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
口
の
機
能
は
会
話
、
咀
嚼
、
嚥
下
な
ど
、

高
度
な
文
化
、
生
存
機
能
が
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
る
の
で
、
が
ん
の
手
術
で
欠
損

が
出
る
と
、
大
き
な
機
能
障
害
が
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
口
は
顔
の
中
心
に
あ

り
ま
す
の
で
、
審
美
的
な
要
素
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
機
能
と
審
美
を
回
復
さ
せ
る
の

が
口
腔
外
科
の
使
命
で
す
。

　
上
顎
と
下
顎
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
ず
、

咬
み
合
わ
せ
が
悪
く
受
け
口
に
な
っ
て
い

る
場
合
で
も
、
矯
正
治
療
と
外
科
手
術
で

キ
レ
イ
に
治
り
ま
す
。
当
院
で
も
秋
か
ら

歯
科
矯
正
を
開
設
し
、
顎
の
変
形
の
治
療

を
始
め
ま
す
。

　
咬
み
合
わ
せ
の
不
調
に
よ
る
顎
関
節
症

の
患
者
さ
ん
も
多
く
口
腔
外
科
を
訪
れ
ま

す
。
内
視
鏡
下
の
治
療
、
手
術
な
ど
を
行

い
ま
す
が
、
大
部
分
は
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
の

よ
う
な
も
の
の
装
用
で
治
癒
し
ま
す
。

　
当
院
の
よ
う
に
、
各
診
療
科
と
も
世
界

的
な
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
揃
っ
て
い
る
臨
床

環
境
の
中
で
、
口
腔
医
療
を
展
開
で
き
る

の
は
幸
せ
で
す
。

　
口
腔
外
科
開
設
後
、
ま
ず
手
を
つ
け
た

の
は
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
で
す
。
口
の
中
は
身

体
で
最
大
の
感
染
源
で
す
。
日
本
人
は
、

顎
の
骨
の
中
の
歯
の
周
囲
に
病
巣
を
残
し

て
い
て
も
平
気
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
バ
イ

菌
が
侵
入
し
て
心
臓
や
呼
吸
器
な
ど
に
致

命
的
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と
は
稀
で

は
な
い
の
で
す
。

　
骨
の
中
に
病
原
体
の
塊
り
が
あ
っ
て
、

こ
れ
が
血
液
を
介
し
て
身
体
中
に
ば
ら
ま

か
れ
、
感
染
性
心
内
膜
炎
の
原
因
に
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　
つ
ま
り
、口
の
中
か
ら
の
感
染
か
ら
身

体
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、そ
れ
が

高
齢
者
歯
科
医
療
の
基
本
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
放
射
線
や
化
学
療
法
に
よ
る
が

ん
治
療
で
患
者
さ
ん
を
苦
し
め
る
の
は
口

内
炎
で
す
。
こ
の
口
内
炎
対
策
を
す
る
の

も
口
腔
外
科
の
重
要
な
仕
事
で
す
。
同
様

に
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
対
す
る
治
療
薬
、
ビ

ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
顎
の
骨

が
腐
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
薬
の

投
与
と
平
行
し
て
口
腔
管
理
が
必
要
で
す
。

　
当
院
で
は
、
こ
れ
ら
の
高
齢
者
に
頻
発

す
る
病
気
の
予
防
と
治
療
に
際
し
て
、
内

科
、
外
科
等
あ
ら
ゆ
る
診
療
科
と
密
接
に

連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
一
緒
に
医
療
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
歯
科
口
腔
外
科
は
法
律
上
の
標
榜
科
名

で
す
が
、こ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
と
、

将
来
的
に
は
む
し
ろ
歯
科
を
〝
口
腔
科
〟

と
言
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。歯
を
含
め
て
口
腔
の
疾
患
を
治
療
し
、

機
能
回
復
に
取
り
組
む
、
そ
れ
が
口
腔
科

の
概
念
で
す
。

口腔外科 外来 手術室
（南東北医療クリニック2F）

     スポットライト

Spotlight
総合南東北病院

口腔外科

口
腔
外
科
と
は



※総合南東北病院 南東北医療クリニックホームページは  http://www.minamitohoku.or.jp/implantcenter/implantcenter.html　 　 ※ 瀬戸晥一先生のオフィシャルサイトは  http://www.seto-k.net です。

インプラントとは

■ 歯インプラントの症例   治療前・治療後の比較

■ 多数歯欠損インプラントの症例   治療前・治療後の比較

医科と歯科の間を埋める
口腔医療の確立を目指して
Act now for the future

Seminer on Oral Cancer&Maxillofacial 
Surgery（スリランカ・コロンボ /1995）

スリランカでの検診風景

スリランカ・ペラデニア大学でのオペ

治療前（初診時） ジルコニアアバットメント 治療後…インプラントがどの歯かわからない
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口
腔
ケ
ア
を
丹
念
に
行
う
こ
と
が
、
健

康
寿
命
を
長
く
す
る
カ
ギ
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
世
界
的
な
潮
流
で
す
が
、
が

ん
治
療
で
化
学
療
法
を
受
け
る
患
者
さ

ん
は
す
べ
て
、
事
前
に
歯
の
治
療
を
す

べ
き
で
す
。
口
腔
合
併
症
が
大
幅
に
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
普
及
発
展
へ

総
合
南
東
北
病
院
で
は
、
顎
顔
面

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
を
口

腔
外
科
の
中
に
開
設
し
ま
し
た
。
専
用

Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
、
安
全
で
確
実
な
治
療

を
実
践
し
ま
す
。

　

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
21
世
紀
歯
科
医
療

の
柱
で
す
。

　

チ
タ
ン
の
歯
根
部
を
歯
槽
骨
に
統
合

（
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
さ
せ
、
そ
の

一
端
を
汚
い
口
腔
内
（
体
外
）
に
顔
を

出
さ
せ
て
、
咬
合
圧
、
感
染
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
試
練
に
耐
え
て
十
年
機
能
さ
せ

る
わ
け
で
す
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
再
生

医
療
を
含
め
て
医
科
に
お
け
る
ど
の
よ

う
な
人
工
臓
器
と
比
べ
て
も
引
け
を
と

ら
な
い
機
能
回
復
医
学
と
言
え
ま
す
。

　

歯
を
蘇
ら
せ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
の

人
類
の
願
望
で
、
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
ブ
ロ
ー
ネ
マ
ル
ク
が
、
チ
タ
ン
と
骨

が
結
合
組
織
を
介
さ
ず
に
密
着
す
る
骨

統
合
を
理
論
づ
け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
し
か
し
、
画
期
的
開
発
か
ら
50
年
を
経

て
も
な
お
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
が

整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
教
育
も
未
だ
に

メ
ー
カ
ー
主
導
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
技
術
に

齟
齬
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
、
ト
ラ
ブ

科
と
し
て
は
そ
の
適
応
を
見
極
め
て
、

治
療
を
振
り
分
け
て
い
く
こ
と
も
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

口
腔
が
ん
の
早
期
発
見
と
口
腔
医
療

口
腔
が
ん
は
、
進
行
す
れ
ば
手
術

を
し
て
も
大
き
な
機
能
障
害
は

避
け
ら
れ
ず
、
放
射
線
治
療
や
化
学
療

法
で
は
痛
み
や
口
内
炎
な
ど
重
大
な
有

害
事
象
が
現
れ
、
末
期
に
な
る
と
息
が

苦
し
く
な
っ
た
り
、
ひ
ど
い
痛
み
で
地

獄
の
苦
し
み
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
陽
子
線
治
療
は
保
険
外
な
の
で

経
済
的
負
担
は
大
き
く
、
い
ず
れ
の
治

療
で
も
再
発
し
た
り
、
転
移
す
れ
ば
命

と
り
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
考
え
ま
す
と
、
結
局
の
と
こ

ろ
〝
口
腔
が
ん
は
、
早
期
発
見
に
つ
き

る
〟
と
言
え
ま
す
。
口
の
な
か
は
直
接

の
ぞ
け
ま
す
。
早
期
に
小
さ
な
病
変
を

発
見
し
、
病
巣
を
除
去
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
こ
で
歯
科
医
の
教
育
が
大

事
に
な
り
ま
す
。
歯
科
医
が
口
腔
が
ん

を
頭
に
入
れ
て
い
れ
ば
、
早
期
発
見
が

実
現
で
き
、
そ
う
す
れ
ば
合
理
的
な
治

療
が
で
き
る
。
歯
科
に
か
か
ら
な
い
人

は
ほ
ぼ
い
な
い
で
す
か
ら
、
そ
の
役
割

は
大
き
い
の
で
す
。

　

本
年
４
月
に
口
腔
外
科
外
来
を
開
設

し
た
の
を
機
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
を
受
診

さ
れ
た
方
々
の
口
腔
検
診
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で

は
見
つ
か
ら
な
い
小
さ
な
前
が
ん
病
変

が
結
構
発
見
さ
れ
る
ん
で
す
よ
。

　

皆
さ
ん
は
驚
く
ほ
ど
口
の
中
に
関
心

が
な
い
よ
う
で
す
が
、
時
々
口
腔
外
科

で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
る
と
つ
く

づ
く
感
じ
ま
す
。
案
外
、
口
腔
検
診
、

口
腔
が
ん
と
陽
子
線
治
療

前
職
の
大
学
時
代
、
私
が
教
室
や

関
連
病
院
で
行
っ
た
口
腔
が
ん

手
術
は
８
０
０
例
を
超
え
ま
す
が
、
40

年
以
上
前
は
治
癒
率
も
低
く
、
命
が
助

か
る
こ
と
が
主
眼
で
し
た
。
そ
の
た
め

に
思
い
切
っ
た
拡
大
手
術
を
行
い
、
５

年
生
存
率
は
86
・
２
％
に
達
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
口
腔
が
ん
の
場
合
、
切
除

部
が
顎
の
骨
、
顔
面
、
頚
部
に
及
ぶ
た

め
、
術
後
に
咀
嚼
や
嚥
下
、
会
話
障
害
、

顔
の
変
形
な
ど
の
後
遺
症
を
残
し
ま

す
。
命
は
助
か
っ
て
も
、
社
会
に
復
帰

で
き
な
く
て
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
顕
微
鏡
を
用
い
て
血
管
を
つ

な
ぐ
移
植
手
術
な
ど
に
よ
り
、
高
い
治

癒
率
を
維
持
し
た
ま
ま
、
人
間
に
備
わ

る
口
腔
機
能
を
回
復
す
る
手
術
を
志
向

し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
舌
の
場

合
、
半
分
以
上
を
切
り
と
る
と
、
機
能

回
復
は
難
し
く
な
り
ま
す
。
舌
は
、
話

す
、
食
べ
る
、
味
わ
う
と
い
う
異
な

る
重
要
な
機
能
を
果
た
し
ま
す
。
再
建

し
て
も
全
機
能
を
補
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
繊
細
で
、
高
度
な
運
動
機
能

を
移
植
手
術
だ
け
で
は
回
復
で
き
な
い

の
で
す
。

　

治
療
法
は
手
術
が
今
で
も
主
流
で
す

が
、
放
射
線
治
療
や
、
化
学
療
法
、
動

脈
か
ら
抗
が
ん
剤
を
入
れ
る
超
選
択
的

動
注
療
法
、
そ
し
て
陽
子
線
治
療
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
機
能
を
温
存

し
、
切
ら
ず
に
治
す
方
法
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

南
東
北
が
ん
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
こ
う
し
た
難
し
い
頭
頚
部
の
が

ん
症
例
の
比
重
が
高
く
、
セ
ン
タ
ー
長

の
不
破
信
和
先
生
は
口
腔
が
ん
に
対
す

る
逆
行
性
超
選
択
的
動
注
療
法
を
応
用

し
た
草
分
け
で
あ
り
、
日
本
で
も
最
高

の
成
績
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

陽
子
線
は
か
な
り
進
行
し
た
が
ん
で

も
治
せ
ま
す
。
し
か
し
、
リ
ン
パ
節
転

移
へ
の
効
果
は
十
分
立
証
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
や
、
経
済
的
に
は
保
険
医
療
に

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
弱
点
も
あ
り
ま

す
。
初
期
の
が
ん
で
あ
れ
ば
、
手
術
で

機
能
も
温
存
で
き
ま
す
か
ら
、
口
腔
外

インプラントとは、歯が欠損したところに人工の歯根（チタン製）を埋入し、歯をかぶせる治療法。従来のブリッ
ジのように両隣の歯を削ることもなく、入れ歯のように違和感が強くでることもない。
天然の歯と同じような感覚で食事をすることができ、審美的にも天然の歯と区別が難しいほど自然な仕上がり
が得られるのが特長。総合南東北病院ではインプラント用CTを導入。安全かつ確実性のある治療を実践する。

【長所】	・他の歯を削ったり，針金をひっかける必要がないので，他の歯も長持ちさせられる．
	 	 ・本物の歯の構造に近いので，見た目，噛みごこちが非常にいい．
【短所】	・保険適応外の自由診療であり，費用が比較的高額になる．
	 ・インプラント治療は最初に手術が必要になる．
	 ・歯が入るまで，ブリッジや入れ歯よりも時間がかかる．

お口の中で気になることがあれば、何でもご相談ください。
■外来診療
基本的に午前中が初診と再診の一般診察で、午後が予約手術となっ
ております。急患の方は随時対応していますので、ご連絡ください。
>> 予約コールセンター ........  ☎ 024-934-5420
>> 外来直通電話 ......................  ☎ 024-934-5365
>> 病院代表 ...............................  ☎ 024-934-5322（夜間）

口腔外科で扱う主な病気
親知らずの抜歯／口内炎、口の粘膜の病気、炎症／気になる腫れ
（嚢胞や腫瘍）／口腔がん／顎関節症／顎変形症（受け口など）／
アゴの骨折などの顔面外傷／唾液腺の病気／口腔心身症／顎顔
面補綴／インプラント

口腔がん治療センター｜顎顔面インプラントセンター
南東北医療クリニック 口腔外科

上顎治療前（初診時） 下顎治療前（初診時） 上顎治療後 下顎治療後

➡

➡ ➡



SCIENCE CAFE

　

サイエンス・カフェ
主催／日本学術会議・文科省
 

　瀬戸晥一先生は、日本学術会議・歯学委員会委員
長を長く務め、現在も連携会員として「脱タバコ社
会の実現分科会」副委員長として活動している。サ
イエンス・カフェにも積極的に関わり、定期的に講
師を務めています。
　サイエンス・カフェとは、科学技術の分野で従来
から行われている講演会、シンポジウムとは異なり、
科学の専門家と一般の人々が、コーヒーな
どを飲みながら、科学について気軽に語り
合う場をつくろうという取り組みです。
　去る 5 月には、総合南東北病院心臓・循
環器センターの菅野 惠センター長をお招き
し、文部科学省情報ひろばにて、「禁煙の科
学『脱タバコ社会実現への正念場』 」をテー
マにサイエンス・カフェが開かれました。
　瀬戸先生からは、ボランティア活動とし
て行ったスリランカでのビンロウ噛みと喫
煙に誘発される悲惨な口腔がんの実態調査
と、当地において長年の禁煙運動の結果、
発がん率を著しく減少させた経験について

お話があり、口腔が
んの悲惨な症例、そ
の手術による治療、
手術法の現地定着へ
の努力にも話題が及
びました。
　菅野先生からは、
喫煙によって、心筋
梗塞、脳梗塞、大動
脈瘤、大動脈解離等
の循環器系の疾患が
いかに高率に誘発さ

れるか、数値と症例を通しての説明があり
ました。また、喫煙の影響は肺がんよりも
循環器疾患により直接的に出ていることも
示されました。
　その悪影響は、受動喫煙者にも明らかに
見られるそうです。
　喫煙の有害性は医学的に明らかです。従
来の禁煙ではなく「卒煙」という言葉の提
言も含めて、脱タバコ社会の実現へ向けた
お二人のお話に、参加者の皆さんも興味深
く聞き入っていました。

トピックス

※総合南東北病院 南東北医療クリニックホームページは  http://www.minamitohoku.or.jp/implantcenter/implantcenter.html　 　 ※ 瀬戸晥一先生のオフィシャルサイトは  http://www.seto-k.net です。

●資料　禁煙推進宣言
　喫煙は、呼吸器をはじめ脳や心臓などの重要臓
器に悪影響を及ぼす結果、がん、肺気腫、脳卒中、
虚血性心疾患の原因となるなど、多くの健康被害
を惹起していることが知られている。口腔領域で
も、喫煙によってがんの発生が有意に増加すると
されており、近年はさらに歯周疾患の発生、増悪
に関与している事実が明らかとなってきた。
　加えて非喫煙者の場合でも、間接的な受動喫煙
によって種々の障害を発症するという研究結果が
報告されている。2003 年 5 月 WHO は、日本を
含む加盟 192 か国の政府間交渉を経て、「たばこ
規制枠組み条約」を採択（成立）し、各国の批准
で発効を待つ段階となった。
　わが国ではさらに、健康増進法が施行され、公
共の場での受動喫煙防止対策を一層充実する行動
が求められている。社団法人日本口腔外科学会は、
国民の健康と良好な生活環境を維持するために、
喫煙習慣の大幅な抑制に着手し、禁煙の推進に向
けて積極的な活動を行うことを誓い、ここに禁煙
宣言を行う。
　　　　　　　　　　    平成 15 年 10 月 23 日
　　　　　　　　　   社団法人日本口腔外科学会
　　　　　　　　　　　  理事長　瀬 戸  晥 一

写真左から、講師・瀬戸晥
一先生、コーディネーター・
本田孔士先生、講師・菅野
恵先生

TOPICS

ト
ラ
ブ
ル
を
レ
ス
キ
ュ
ー
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
な
か
で
中
心
的
役
割
を
果
た

す
の
は
全
国
の
医
学
部
や
総
合
病
院
の

口
腔
外
科
で
す
。
当
院
の
口
腔
外
科
は

そ
の
モ
デ
ル
施
設
と
な
り
ま
す
。

高
度
医
療
の
国
際
連
携

最
高
レ
ベ
ル
の
高
度
医
療
を
展
開

し
て
い
る
総
合
南
東
北
病
院

ル
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

こ
で
日
本
顎
顔
面
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
学
会

を
中
心
と
し
て
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
技
術

の
国
際
的
標
準
化
と
症
例
登
録
制
を
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
上
で
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
国
民
医

療
、
す
な
わ
ち
健
康
保
険
に
導
入
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　
何
よ
り
も
ま
ず
今
す
ぐ
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

は
、
い
よ
い
よ
世
界
に
飛
翔
す
る
時
が

き
ま
し
た
。

　
当
院
は
渡
邉
一
夫
理
事
長
の
総
指
揮

の
も
と
に
ア
ジ
ア
、
中
東
を
は
じ
め
諸

外
国
の
病
院
と
連
携
を
深
め
て
お
り
、

『
す
べ
て
は
患
者
さ
ん
の
た
め
に
』
の

理
念
を
国
際
的
に
敷
衍
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
流
れ
の
中
で
、
観
光
が
基
調
の

〝
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
〟
の
枠
を

越
え
、
高
度
治
療
を
含
む
〝
ホ
ス
ピ

タ
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
〟
の
概
念
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
連
携
病
院
の
医
師
間
で

緊
密
な
連
絡
、
人
事
交
流
を
行
い
、

患
者
さ
ん
が
国
境
を
越
え
て
高
度
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
総
合
南
東
北
病
院
は
段
々
メ

イ
ヨ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
近
づ
い
て
い

ま
す
。

公益財団法人 国際口腔医療財団の誕生！
　2010 年 4 月 1 日、公益財団法人国際口腔医療財団は内閣総理大臣からの認定を得て発足。評議員には、
渡邉一夫 財団法人脳神経疾患研究所理事長も名を連ねる。
　本財団は、サイエンス、スキルともに優れ、社会に貢献する若い医療者を国際的に育成することを第一の目
標とする。歯科医学がいつしか方向性を失い、閉塞状態に苦しむ現在、口腔の専門家を切磋琢磨し、世界水準
の研鑽の上に国民の期待に応え得る次世代の指導者を生み出すことが具体的な使命である。
　アジアの広範な地域における口腔がん多発は世界が注目するところであり、財団前身の「アジア対口腔がん
協会（AFOC）」では、疫学調査や口腔がん検診と治療法の指導に取り組んできたが、今後もアジア全域で口腔
がん専門家のさらなる継続的協力が望まれており、同時に、中国、台湾、ロシア、インド、ブルネイ、サウジ
アラビアなどと日本の間で Hospitalsharing を展開する上でも大きな役割を果たすことが期待される。
　加えて、財団では「脱タバコ」を促す社会活動を惹起し、さらには高度な口腔機能を温存しつつ治癒率を高
める口腔がん治療コンセプト開発の前進を目指す。また、新しいインプラント技術とサイエンスの開発を行う。

舌がんの一例

がん死亡率統計 スリランカと日本の比較

悪性新生物死亡率 （スリランカ , 男性：1990） 日本のがん死亡率 （国立がんセンター：2001）

口腔 1.67％胃 2％

口腔 , 咽頭 35％

食道 3.4％
乳腺 3.0％

喉頭 5％

肝臓 16.8％

大腸 12.5％

食道 9％

肺 , 気管支
 9％

胃 17.4％

肺 18.6％

子宮
 3.3％

その他 
 23.33％

その他 
 41％

口腔 1.67％胃 2％

口腔 , 咽頭 35％

食道 3.4％
乳腺 3.0％

喉頭 5％

肝臓 16.8％

大腸 12.5％

食道 9％

肺 , 気管支
 9％

胃 17.4％

肺 18.6％

子宮
 3.3％

その他 
 23.33％

その他 
 41％

禁
煙
の
科
学
「
脱
タ
バ
コ
社
会
実
現
へ
の
正
念
場
」 

　

財団法人脳神経疾患研究所 附属 口腔がん治療センター長
顎顔面インプラント再建研究所所長

瀬 戸　晥 一  先生  Dr. Kanichi Seto
○専門／歯科口腔外科
鶴見大学名誉教授 , 東邦大学医学部客員教授 , 九州歯科大学客員教授
日本学術会議連携会員
日本顎顔面インプラント学会理事長
公益財団法人国際口腔医療財団 代表理事
●歯学博士
●社団法人日本口腔外科学会口腔外科指導医 , 専門医
●日本顎顔面インプラント学会指導医
●日本口腔インプラント学会指導医
●日本がん治療認定医機構暫定教育医
鶴見大学歯学部第一口腔外科教授・同歯学部附属病院長・同歯学部長等を歴任
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口
腔
が
ん
患
者
の
呟
き 

よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
口
腔
が
ん
死
は

最
悪
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

口
腔
が
ん
の
診
断
を
受
け
た
瞬
間
か
ら
患

者
は
重
大
な
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

わ
け
で
、
説
明
を
す
る
側
の
人
格
ま
で
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
、consent

を
得
る
の
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
因
み
に
口
腔
が
ん

患
者
に
関
し
て
は
「
告
知
問
題
」
は
殆
ど
「
問

題
」
と
は
な
ら
ず
、
ほ
ぼ
全
員
に
告
知
を
実

行
す
る
。

　

そ
れ
で
は
口
腔
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
ら
絶

望
的
か
と
云
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
治
療
成

績
は
５
年
生
存
率
で
85
％
を
上
回
っ
て
い
て
、

最
早
不
治
の
病
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
依
然
と
し
て
機
能
回
復
の
困
難
と
欠
損

の
大
き
さ
と
は
対
数
的
に
相
関
す
る
。
こ
れ

が
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
少
し
ず
つ
カ
バ
ー

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
全
く
障
害
を
残
さ

な
い
症
例
が
増
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
進
行
が
ん
の
患
者
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
画
期
的
な
新
し
い
機
能
回
復
コ

ン
セ
プ
ト
が
切
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

残
念
な
が
ら
舌
の
動
き
や
口
唇
と
く
に
口

角
部
の
動
き
に
追
随
で
き
る
素
材
が
な
い
。

ま
た
歯
肉
や
硬
口
蓋
の
咀
嚼
粘
膜
を
再
現
さ

せ
る
移
植
技
術
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
た
が
、

必
ず
し
も
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
再
生
医

療
が
臨
床
に
応
用
さ
れ
る
ま
で
に
は
相
当
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。
で
は
臨
床
家
は

今
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　

結
局
「
進
行
口
腔
が
ん
は
治
療
後
に
人
間

の
社
会
機
能
を
全
て
失
う
」
と
い
う
認
識
を

全
医
療
人
が
持
ち
、
口
腔
が
ん
の
早
期
発
見

を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
今
の
と
こ
ろ
最
も

効
果
的
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
一
方
で
は
最

近
のradio surgery

の
驚
異
的
進
歩
に
一

縷
の
期
待
が
か
け
ら
れ
る
。

　

が
ん
は
全
身
病
で
あ
る
と
の
解
釈
で
、
ひ

と
つ
の
治
療
コ
ン
セ
プ
ト
に
統
一
し
よ
う
と

す
る
の
は
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
な
ら
死
ん
だ
ほ
う
が
ま
し
だ

っ
た
」
上
顎
が
ん
患
者
の
独
り
言
が
、
そ
の
後

の
自
分
の
人
生
を
決
め
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
昭
和
40
年
、
口
腔
が
ん
患
者
の
生
存

率
は
50
％
そ
こ
そ
こ
の
時
代
、
当
時
根
治
的
な

治
療
法
が
確
立
し
て
い
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

こ
の
患
者
の
呟
き
に
触
れ
て
「
口
腔
が
ん
患
者

の
治
療
は
が
ん
を
根
治
さ
せ
た
上
で
、
患
者
を

社
会
に
復
帰
さ
せ
て
は
じ
め
て
終
了
す
る
」
と

の
動
機
を
得
て
、
根
治
手
術
、
放
射
線
治
療
と

の
組
み
合
わ
せ
を
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
再

建
法
を
取
り
入
れ
、
歯
科
補
綴
技
術
を
駆
使
し

て
患
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て
き

た
40
年
余
で
あ
っ
た
。
有
茎
、
遊
離
弁
を
組
み

合
わ
せ
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
応
用
し
て
叡
智
を

結
集
し
た
つ
も
り
で
も
、
大
き
な
顎
顔
面
欠
損

に
対
す
る
機
能
回
復
は
患
者
の
満
足
か
ら
は
今

も
っ
て
程
遠
い
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

頭
部
は
文
字
通
り
人
間
の
司
令
塔
で
あ
り
、

脳
神
経
領
野
の
末
梢
機
能
の
回
復
は
容
易
な
こ

と
で
は
な
い
。
口
の
運
動
機
能
だ
け
を
と
っ
て

み
て
も
、
咀
嚼
、
嚥
下
な
ど
人
間
の
生
存
に
必

須
の
摂
食
機
能
、
そ
れ
に
人
類
の
み
に
与
え
ら

れ
て
い
る
構
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え
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と
が
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来
る

  第 26 回日本医学・倫理学術大会  　  瀬戸晥一先生による講演から　平成 19 年 10 月 21 日

口腔がん早期発見の促進を！

>> 南東北がん陽子線治療センター ホームページのご案内    http://www.southerntohoku-proton.com
オフィシャルサイトでは、陽子線治療について分かりやすく解説しています。また、「お問い合わせ・お申し込み」のページには、

「医師専用 / 陽子線治療相談受付」と「がんの悩み相談」の各フォームが設けられています。皆様のご利用をお待ち致しております。
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PET がん健診の実績 南東北病院グループ

合計検査実績数   45,613人    （04年4月〜10年5月31日）

南東北グループ PET 事業部
（南東北がん陽子線治療事業部）

財団法人 脳神経疾患研究所 
附属 総合南東北病院  PET事業本部
〒963-8563 福島県郡山市八山田 7 丁目 161
        0120-373-107  FAX024-934-5409（担当：高田・渡辺）
東京本部（医）健貢会 東京クリニック 内

〒100-0004 東京都千代田区大手町2-2-1 新大手町ビル
TEL03-3516-7151  FAX03-3516-7152（担当：金子）
福島支部［県北担当］ （財）南東北福島病院 内

〒960-2102 福島県福島市荒井北三丁目 1-13
TEL024-593-5896  FAX024-593-1115（担当：杉本）
八戸支部（医）謙昌会 美保野病院 内

〒031-0833 青森県八戸市大字大久保字大山31-2
TEL0178-25-0111  FAX0178-25-0115（担当：工藤）

特定医療法人 将道会  総合南東北病院 

南東北岩沼PET高度診断治療センター
〒989-2483 宮城県岩沼市里の杜一丁目 2-5
        0120-373-468  FAX0223-23-3150（担当：佐伯）

市民公開講座「PET（ペット）」「陽子線治療」を知るために 入場無料

がんは“ 治る” 時代を迎えようとしています。 
日本人の死因トップはがん。年間 35 万人以上が命を落としています。 “不治の病” というイメ
ージの強い病気ですが、昨今では症状が現れる前に早期発見できれば、早期治療によってがん
は治る時代を迎えつつあります。
今、がん医療の最前線では、どのような診断と治療が行われているのでしょうか。 
早期発見に力を発揮する PET（ペット）とは？ 究極のがん治療と言われる “陽子線治療” とは？ 
これからのがんの常識と、高度・先進医療の実際を、専門医が分かりやすく解説します。

医学健康講座（郡山）

＊詳しくは左記「総合南東北病院 PET 事業本部」（フリーダイヤル 0120-373-107）までお問い合わせ下さい。

入場無料   排尿は大丈夫ですか？ 
  〜前立腺肥大症、前立腺癌、女性尿失禁について〜
講師：総合南東北病院    泌尿器科 　深 谷  保 男  先生
会場：総合南東北病院  NABE ホール（福島県郡山市）    

一般の方を対象にした、病気予防や健康増進に必要な医学
的知識・技能を身に付けるための分かりやすい講座です。
お気軽にご参加下さい。（郡山駅前からバスの送迎あり）

 10月31日（日） 午後1時から	 会場：矢吹町文化センター （福島県西白河郡矢吹町）  　     　　   ※申込み不要

 11月  7日（日） 午後1時から	 会場：昭和音大 （神奈川県川崎市）  　     　　                             ※申込み受付中

＊詳しくは左記「南東北岩沼 PET 高度診断治療センター（フリーダイヤル 0120-373-468）までお問い合わせ下さい。

　11月20日（土） 午後1時から	 会場：夢メッセみやぎ ／ 第49回市民公開講座 （宮城県仙台市） 　     ※申込み不要

　12月  5日（日） 午後1時から	 会場：角田市市民センター ／ 第50回市民公開講座 （宮城県角田市）  ※申込み不要

 11月18日（木） 午後2時から


